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学術情報リポジトリ活性化のための足跡機能
井上創造f 藤井達朗I 小材健6 池田大輔＊＊
〈抄録〉
学術情報リポジトリの未登録コンテンツも含めたアクセス履歴を研究者に提示することで，研究者のリポジト
リへの登録の動機づけを目指すシステムを実装した例を紹介する．未登録コンテンツは九州大学研究者情報から
得ることができる．研究者情報の文献を閲覧者がたどってリポジトリにアクセスした履歴を， SNS (Social 
Networking Service）の研究者用マイページに表示することで，研究者はリポジトリに未登録の自分のコンテンツ
にどのくらいのアクセスがあったかを知ることができるようになり，その研究者がコンテンツをリポジトリに登
録する動機づけになるばかりでなく，アクセスの多い論文から優先的にリポジトリに登録することにつながるた
め，真に利用価値の高いコンテンツの蓄積が可能となる．
〈キーワード〉機関リポジトリ，学術情報リポジトリ， SNS，動機付け
Footprint Visualization for Motivating Academic Information Repositories 
INOUE Sozo FUJIITatsuro KOZAITakeshi IKEDADaisuke 
1.はじめに
九州大学では，業績などの研究者の情報をWebで公
開する，九州大学研究者情報［2]（以下，研究者情報）
を運用している．同時に，研究者の業績の電子コンテ
ンツを蓄積および公開する九州大学学術情報リポジト
リ［l]（以下，リポジトリ）も運用している．我々はこ
れまでに，この2つのシステムにおいて，研究者情報
における研究者ごとの発表文献情報から，リポジトリ
上の対応するコンテンツへとリンクを半自動的に生成
し，閲覧者が2つのシステムをスムーズに利用できる
ようにする論文リンクシステムを導入ずみである［3].
しかし，現状では研究者情報に対してリポジトリの
登録数が非常に少ないため，閲覧者がリンクをたどっ
てもリポジトリにコンテンツが存在しないという問題
が起きてしまい，閲覧者が不満を持つ可能d性があった．
これに対応するためには，リポジトリのコンテンツ数
を増やすことが考えられるが，そのためには研究者が
リポジトリにコンテンツを登録するための動機づけが
必要である．
本稿では，研究者の動機づけを目的として，研究者
情報の文献からのリンクを閲覧者がたどってリポジト
リにアクセスした履歴を， SNS ( Social Networking 
Service）の各研究者用のページに表示する足朗磯能を
実装した例を紹介する．研究者が，リポジトリに未登
録の自分のコンテンツにどのくらいのアクセスがあっ
たかを知ることができるようになれば，その研究者が
コンテンツをリポジトリに登録する動機づけになるば
かりでなく，アクセスの多い論文から優先的にリポジ
トリに登録することにつながるため，真に利用価値の
高いコンテンツの蓄積が可能となる．
以下では2節で本開発の背景と目的を述べ， 3節で
システムの要求分析を行う.4章では本開発の体制や
方法を述べ， 5節では結果として開発したシステムの
概要と結果を述べる.6節はまとめである．
2.背景と目的
本節では，本開発で用いた周辺システムの概要を述
べ，足跡機能開発の目的を述べる．
2.1.論文リンクシステム
論文リンクシステム［3］は，研究者情報の研究者ごと
の発表文献それぞれをクリックすると，それに該当，
または類似するコンテンツリストを機関リポジトリの
lいのうえそうぞう 九州大学附属図書館研究開発室 Email: 
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中から表示するシステムである．該当するコンテンツ
を見つけるために，論文リンクシステムは研究者情報
の発表文献情報からリポジトリのコンテンツへの関連
付け情報を保持している．ただしこの関連付け情報を
保持していない場合でも，文献のタイトルや著者名か
らリポジトリを自動検索して一致または候補となるコ
ンテンツを表示する機能があり，閲覧者にとっての利
便牲に支障はない．さらにその検索結果をもとに新た
に関連付け情報を登録する機能も持つ．
2.2. SNS 
SNSは，利用者どうしの社会的な関係をWebサービ
ス上に築き，交流するためのWebサービスである．日
本では OpenPNE[5］というオープンソースソフトウェ
アが有名であり，これはSmarty[6］というテンプレート
エンジンを用いて改造がしやすくなっている．
SNSの特筆すべき特徴は，利用者がログイン後に最
初に表示される個人化されたページ（マイページと呼
ぶ）に，友達やグループOといった，身近な利用者の発
言や日記といった最新情報が表示される点である［4].
この特徴により，利用者はログインするだけで更新さ
れたマイページを見ることができ，頗繁に利用するた
めの動機づけとなる．つまり，マイページに何らかの
情報を表示すれば，その情報は利用者の目に触れる機
会が増えることが期待できる．
2.3.足跡機能
2.1節で紹介した論文リンクシステムだが， l節で述
べたように，現時点ではリポジトリへの登録数が少な
いため，有効に機能しない場合が多いばかりか，文献
情報をクリックしでもコンテンツが見つからないとい
うことになり閲覧者へのストレスを与えてしまう逆効
果の恐れもある．これを解決するためには，この閲覧
者の間接的なニーズが，著者である研究者に上手に伝
わる工夫をすることができれば，それを受けて研究者
はリポジトリにコンテンツを登録する動機を与えられ
ることになる．
そこで本開発では， 2.2節で紹介した SNSの研究者
用マイページに，論文リンクシステムを通じてその研
究者の論文へのアクセス履歴を表示することにより，
研究者が頻繁に閲覧者のニ一ズ
とを目指す．
3.要求分析
本節では，システム開発にあたって行った要求分析
を示す．
3.1.データオブジェクト
まず想定されるデータオブ？ジェクトとして，論文リ
ンクシステムと SNSの利用者を関連付ける紐付け情
報が考えられる．現状の論文リンクシステムでは，研
究者に対して研究者 IDを与えて管理している．一方
でSNSは，利用開始時に登録したメールアドレスを元
に研究者を管理できる．
しかし，現状の論文リンクシステムと SNSは，ユー
ザアカウントを統一的に管理していないため，どの論
文がどの研究者に属する物なのかが明示的で、はない．
そのため，論文リンクシステムの研究者IDとSNSの
メールアドレスの関連づ、けを行って管理する必要があ
る．この l人の研究者に対する（メールアドレス，研究
者ID）の組を紐付け情報と呼ぶ．
この紐付け情報は，誰かが登録する必要があるが，
ここでは，研究者の要望に応じて，図書館職員が登録
する研究者登録機能を想定した．
次に考えられるデータオブ、ジェクトとして，「アク
セス数」がある．これは，研究者情報の文献情報をク
リックする際の，「FulltextQIRJというアイコンがクリ
ックされた回数とする．この回数は，論文リンクシス
テム上のデータベースをもとに，動的に計算すること
が可能である．
3.2.アクタ
すでに一部述べてはいるが，想定したアクタ，つま
り利用者の種類を整理すると次のとおりである．・一般の閲覧者：閲覧者は，研究者情報および
リポジトリを閲覧する．・九州大学に所属する研究者：研究者は， SNSの
マイページにアクセスして自分の論文へのア
クセス数を確認する．・九州大学附属図書館の職員（以下，図書館職員
とする）：図書館職員は，研究者からの要望に
応じ，研究者をするシステムに登録する．
ここまでの分析において，以下の 2つの機能が要求
されることが浮かび上がってくる．
1. 研究者の論文へのアクセス数を SNSのマイペー
ジに表示する研究者向け表示機能
2. 紐付け情報を登録するための研究者登録機能
以下では，この2つの機能のユースケースと要件定
義を述べる．
3.3.研究者向け表示
ユースケース
研究者向け表示として，以下のようなユースケース
を想定した．
1. 研究者は， SNSにアクセスしてマイページにア
クセスする．
2. その際に SNSは，論文リンクシステムにアク
セスして研究者 IDに対応したアクセスログを
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取得し，そのログから各論文へのアクセス数を
調べてマイページに表示する．
3. アクセス数を見た研究者は，リポジトリに登録
された論文のうち，アクセス数の多い論文を知
ることができるばかりでなく，リポジトリに未
登録であるのにアクセス数の多い論文を知る
ことができる．
表示形式
2においては，アクセスされた論文のリストを，ひ
と月前（前月の第 l日～末日）におけるアクセス数の
多い順に表示する．この時それぞれの論文について以
下の情報を表示する．・アクセス数の順位・論文タイトル・アクセス数・リポジトリへのリンク情報
これにより，研究者に対してリポジトリへの論文登
録の動機付けが期待できる．その上，アクセス数の多
い未登録論文ほど優先して登録することができる．
機能要件
また，今後の追加開発のため，以下の点を考慮する．
( i ）表示内容，特に日時の変更を想定して実装する．
また今回はアクセス数上位 10件の論文を表示対象と
するが，それ以外の論文のアクセス数に関しても集計
を行い，表示部の拡張に備える．
( i ）表示データの整形処理と上記の集計処理を分離
して実装する．
3.4.研究者登録
研究者登録を行う研究者の研究者 D は既に論文リ
ンクシステムには登録されていることを想定するが，
SNSには登録されていない場合が多い．そのため，研
究者登録時にメールアドレスが SNSに登録されてい
ない場合は， SNSの機能を用いた研究者への招待メー
ル送信も行う．
以下では，この機能を実現する部分を登録ツール，
紐付け情報を登録したデータベースを組付けDBと呼
び，そのユースケースを示す．
ユースケース
1. 図書館職員は，研究者からの要望による l件 l
件の紐付け情報，または研究者の情報を管理す
る学内の何らかの部署から研究者の紐付け情
報の一覧を入手する．
2. 図書館職員は，紐付け情報を登録ツールに入力
する．
3. 登録ツールは紐付け情報を登録または更新す
る
4. 登録ツールは，紐付け情報のメールアドレスが
SNSに登録されていない場合は，そのメールア
ドレスに対して， SNSへの招待メール送信を
SNSの樹高能を用いて千子う．
5. 研究者は 4においてメール送信された場合は，
招待メールの指示に従い， SNSのアカウントを
取得する．
6. これにより， SNSは紐付けDBからメールアド
レスに対応した研究者 D を取得することがで
きるようになる．
機能要件
ユースケースの lにおいては，紐付け情報を l件ず
つ処理するか，大量の件数を一気に処理するかで設計
が変わってくる．ただ現時点では研究者の紐付け情報
の一覧を学内のどの部署からも入手することは望めな
かったことから，今回は l件ずつ登録する方法のみを
採用した．
また3において，紐付け情報の新規登録だけではな
く，一旦登録した紐付け情報を以下のように変更する
ことも考えられる．
A) 紐付け情報の研究者IDのみを変更したい．
B) 紐付け情報のメールアドレスのみを変更した
し＼
C) 紐付け情報そのものを削除したい．
これらの要求もそれぞれ研究者登録のユースケース
と同様に扱うとすると，ユースケースの3はそれぞ
れ以下のようになる．
3A) 登録ツールは，同ーのメールアドレスが既に
登録されている紐付け情報を受け取った場合，研究者
IDのみを変更する．
3B) 登録ツールは，同ーの研究者D が既に登録さ
れている紐付け情報を受け取った場合，メールアドレ
スのみを変更する．
3C)登録ツールは，研究者 IDが空の紐付け情報を
受け取った場合， 3Aと同じ方法で紐付けDBの対応す
る研究者 IDを空に更新することにより，紐付け情報
を削除したことにする．
ただし B については，一人の研究者が複数の SNS
アカウントを持つ場合を想定すると， 3Bの方法だと同
ーの研究者 D が複数あり対応できないために，今回
はBそのものを要求から外すことにした．今後の検討
が必要である．
また， SNSの利用者が自らのメールアドレスを変更
する場合には，この紐付け情報が古くなってしまうが，
今回は開発の手聞がかかるため要求から除外した．運
用においては，変更したアドレスに対応する紐付け情
報を再度登録ツールで、登録する必要がある．
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4.開発方法
開発にあたっては，九州大学システム情報科学府社
会情報システム工学コースにおけるプロジェクトマネ
ジメント演習を経験した学生と教員によって，プロジ
ェクト管理のノウハウを生かした．
遠隔会議を含めた，週1度ほどの進捗会議を通じて，
要件定義，基本設計，実装，テストを行い，それらを
ドキュメントとして成果物に含めた．開発期間は2名
で2ヶ月ほどである．
ただ今回の開発では，開発するシステムの要件を確
定させるために，約一か月半を費やしてしまった．開
発期聞が二か月間である事を考えて，要件をもう少し
早めに確定させることが必要で、あった．そのためには，
顧客との交渉を早期に行う事が重要である．また要件
確定のマイルストーンを置き，マイルストーンを順守
するよう動かなければならない．
またプロジェクト管理 Webツールとして，
Redmine[7］，ソースコードのパージョン管理システム
としてSubversion[8］を用いた．
Redmineは，進捗管理および技術的な事項の記録の
ために用いた.RedmineはWebおよびメール配信を利
用したシステムであるため，顧客に対してリアルタイ
ムに進捗を示せる，作業パートナーの作業状況が容易
に確認でき，それに基づいてタスクの割り振り・見積
もりを行う事が出来るといった利点がある．しかし開
発者が進捗状況を頻繁に入力するには煩雑なインタフ
ェースで、あることがわかり，結果として各自が進捗状
況を積極的には行わなかったとし、う課題が残った．
Redmineは詳細な進捗報告書を作成する作業には向い
ていないが，大まかな進捗を容易に確認する事が出来
るという点で非常に良いツールであると考えられる．
今後の開発では，作業員に進捗の記録を徹底させる，
またはRedmine側の入力インタフェースの改善の必要
があるそれにより進捗確認，タスク割り振り・見積
もり， リスケジュールといったフ。ロジェクト管理を効
率的に行う事が出来ると考えられる．
5.システムの設計と実装
5.1.システム設計
3節の要求分析に基づき，本プロジェクトで開発した
システムは，図 lの概念図で表される．
図 1システムの概念図
SNS表示部
図において， SNSおよび論文リンクシステムは既
に紹介したシステムであるが，今回実装した部分は
赤い文字で書かれた部分である．その詳細を以下に
述べる．
SNS表示部は， SNS処理部で処理した研究者の論
文に関するアクセス情報を， SNS内の研究者のマイ
ページに表示する機能を提供する．
実際には， SNSのマイページ表示部を改造して，
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SNS処理部を呼び出してその結果を表示する処理を
行う．
SNS処理部
SNS処理部は，研究者に対応したデータを論文リ
ンクシステム DBから抽出した後に表示に適した形
式に整形する機能を提供する．なお研究者に対応し
たデータを抽出するために，紐付け DBに登録され
ている紐付け情報を利用する．
処理は以下の手順で行われる．
1. SNSに登録している研究者のメールアドレ
スを取得する．
2. 集計期間を設定から取得する．
3. 紐付けDBから，メールアドレスに対応した
研究者D を取得する．
4. 論文リンクシステム DBから，集計期間と研
究者IDに該当するアクセスログを取得する．
5. 取得したアクセスログから，論文ごとのアク
セス数を取得する．
6. 5の内容を含んだhtmlファイルを返す．
登録ツール
登録ツールは，紐付け情報の紐付け DBへの登録
と，研究者への招待メールの送信を行う機能を提供
する．
登録ツー ルは， SNSの管理者用ツールにおける，
招待メールを送信するモジュールに，紐付け情報を
紐付け DBに登録する機能を追加することで実現し
た．
紐付けDB
[:E 
紐付け DBは，紐付け情報を登録するデータベー
スである．紐付け DBは，（タプノレ ID，メールアド
レス，研究者ID）の組を保持する．
5.2.実現したシステム
図 2は， SNSのマイページに表示された，研究者
向け表示機能の画面である．図の右下部分において，
その研究者の発表文献へのアクセス履歴が，アクセ
ス数順に表示されている．
6.おわりに
本稿では，リポジトリのコンテンツへの研究者情
報を介したアクセス履歴を未登録コンテンツも含め
てSNSの研究者マイページに表示することで，研究
者のリポジトリへの登録の動機づけを目指すシステ
ムを実装した例を紹介した．
要求分析で明らかになったように，このシステム
が十分に運用可能になるためには種々の改良が必要
ではあるが，この要求分析そのものは普遍であり価
値があるものと考える．つまり少しの改良を加える
ことで運用できるシステムになることを見込むこと
ができた．
今後は本システムを要求分析に従って改良し，リ
ポジトリの活性化へとつなげていきたい．
空間自年0ち月
テンプレート尭貝問題町定式化と部計士宇担l
枯術について
rin, Ampfilicョtion
図 2研究者向け表示機能の画面イメージ
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